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維管束は物質輸送を担うだけではなく、植物体の⽀持や電気シグナルの伝播など植物の
成⻑において様々な役割をもっている。このような多⾯的機能は、維管束幹細胞から⽣み
出される多様な維管束細胞によって発揮される。しかしながら維管束は奥深くに埋め込ま
れており、その発⽣過程にはまだ未解明の部分も多く残されている。このような課題に取
り組むため、維管束幹細胞維持機構の知⾒を基にシロイヌナズナの⼦葉を⽤いた維管束分
化誘導系VISUALの開発をおこなった。VISUALにおいては、葉⾁細胞を起点に維管束幹細
胞を誘導し、短期間で効率良く道管や篩管細胞を分化させることができる。VISUALの様々
なトランスクリプトームデータの情報解析から幹細胞特異的遺伝⼦群を特定し、幹細胞維
持のロバストな制御機構が明らかとなってきた。
次に⽣物発光を⽤いた幹細胞運命の迅速な定量評価系について紹介する。分化運命の経
時測定により培養条件スクリーニングが容易となったため、新たに篩部伴細胞を誘導でき
る分化系VISUAL-CCの開発に⾄った。また、分化運命を簡易定量することで遺伝学スク
リーニングも可能となり、新たに概⽇時計遺伝⼦が維管束幹細胞分化に働くことを⾒出し
ている。更には、発光をイメージングできる発光顕微鏡をVISUALに導⼊することで１細胞
レベルでの細胞運命の時空間動態をデュアルカラーで検出することも可能となった。
このように様々な解析技術の開発から維管束幹細胞に関する新発⾒が次々と導き出され
てきた。また現在は、VISUALの利点を活かし様々な環境要因が幹細胞制御ネットワークに
与える影響について研究を進めており、それらの結果を基に幹細胞の更なる運命操作が可
能となってきている。また、維管束発⽣制御ネットワークを進化軸とあわせて解析するた
め、裸⼦植物イチョウにおけるVISUALの確⽴を進めている。本セミナーでは、新規技術が
明らかにした⽣物学的発⾒に加え、現在進⾏中の試みについてもあわせて紹介する。
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